nihongogoto/n/datsuraku ni tsuite by 石井 博
日本語語頭/n/脱 落について
石 井 博
1は じめに
韓 国三大姓 の一 つr李 」を朝鮮語では/Vと 読む。 日本語 と同様 に,朝
鮮 語の特 徴の一 つに語頭/r/忌 避が ある。 この為,朝 鮮語 で は,語 頭に
!r/は生 じな か った。語頭/r/の 漢語借 用語 は,目そ の語頭 音を中期 朝鮮
語 では/nブに転 じている。漢語ryukro(陸路)は,中 期朝鮮語nyukno
を経て現代語yukro(陸路)に,r下 痢」 を意味す るricir(痢疾)は 中期
朝鮮 語nicirを経 て現 代語icir(痢疾)に な る。r李」 も/r/語頭が脱落
して,/i/となる前 に,中 期朝鮮語 では/ni/となるので(1),./riノ〉/ni/>
/i/と転 じた と見 られ る。
語頭 ノ好 の漢語借用語 同様に,語 頭/r/の西欧借用語 は,そ の語頭/r/
は忌避 されて/n/に 転 化 されて きた。例 えば,「ランプ」はnampho(ラ
ンプ),「ラッパ」は 皿aphar(ラッパ)と なった。 も っとも,現 代 で は
natio(ラヂ オ)よ りも 「atio,nipon(リボ ソ)よ りもriponと原音 を守
る傾向があ る。
韓国現大統 領の姓r雇 」 も,語 頭/r/が 忌避 されて/no/と 読 まれる。
だが,「李」 と異 な り/0/と な らず,語 頭/n〆 は保持 され て/no/と 読
まれ るじ即ち,あ る条件下だけで語頭 侮/が 脱落す る事 が分 か るら例 え
ば,漢 語借用語ny∂ca(女子)がy∂ca(女 子)に,nyoso(尿 素)が
yoso(尿素)に な るが,「酪農」は,/mkneq/に転 じて も/aknonη/に
な らず,r落 馬」 も/nakma/となるが/akma/とは な らな い。即 ち,
語頭/n/は 高舌性母音/i/や/y/が 結合す る場合だ けが現代語で 脱 落
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す る。参考までに,中 期朝鮮語から,現代朝鮮語で語頭/n/を失った語
例を挙げて見 よう。中期朝鮮語はMK目 と.現代朝鮮語はKと 略す。
1)MKnyaki一 →Kyaki一(思 う)
2)MKny∂r董m→Kyari皿(夏)
3)』MKny∂p→Kygph(脇)
4)MKny∂i→Kyai目(昔)
5)MKny3iaki→Kiyaki(話し)
6)MKnyohaη →Kyohaq(水 葱草)
7)MKnyoηso→Kyoコsu(漉 し旅)
8)MKni→Ki(颪)
朝鮮語と同系言語 と言われる日本語に,こ の語頭/n/脱落現象は認めら
れないものであろ うか。以下,考察を進めてみる・
2日 本語語頭/n/脱 落例目目
日本 語工 卜(干支)な る語は,上 代 日本語 ネ(兄/姉)の 語頭/瑠 脱落
形 工(兄/姉)と,オ ト(弟)の 語頭/0/脱 落形 ト(弟)と 合成 した 語
で あろ うが,語 頭/n/脱 落例には,こ の外に も,以 下 の例 などがあろ う。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
ヌバ タマ(射 干玉)→ ウバタマ(烏 羽玉)
ヌシ(主)→ ウシ(大 人)
ニル(煮 る)→ イル(煮 る)
ナ ゼ(何 故)→ 東 国方 言アゼ(何 故)
ナ ニ(何)→ ア ニ(何)
ナ ミ(波)→ ウ ミ(海)/ア マ(海)
ニ ガィ(苦 い)→ イ ゴ(黒 慈)/石 戸 方言 イゴイ(苦 い)
ノチ(後)→ ア ト(後)
ナ(汝)→ イ(汝)
ナル(成)一 ・アル(有)
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11)ナ リサ マ(形 様)→ ア リサマ(有 様)
12)土 シ(西)→ 沖縄方言 イ リ く西)
13)ナ シ(梨)→ ア リノ ギ(梨)
この内,4)ア ゼ(何 故目)は,ア ド(如 何に)と 同様 に,上 代東 国 方 言
としてr万 葉集 」に見え る(ア ゼ万3469/3517,アド万3465参照)。5)ア
ニ目(何)は目r関東近辺 でい う」 と言われている通 りに信1,目筆 者の郷里,埼
玉 の石戸 でも用いる者 がい る。7)の イゴイ(苦 い)も 筆考の土地 言 葉 で
は,ニ ガイ(苦 い)と は味が異 な り,ク ワヰ(慈 姑)な どの持つ苦味 をい
う。慈姑を秋 田ではイ ゴと呼ぶ力調,こ の苦味 に由 来す る語 であ ろ う。 ま
た,9)ナ(汝)は,ニ シ(主)や ヌシ(主)の 語幹に認め られる よ うに,
その母音交替形が推定 され る。 ヌシ(主)の 語源は ナ(汝)と シ(人 を表
も接尾辞)で,シ は ナニガシ,ソ レガシ語末や,ヱ シ 〔絵師),ク ス リシ
(薬師)語 末に も認め られ る。
朝鮮 語語頭/n/脱 落 は18世紀後半 と近代に生 じた と言われてい るが141,
日本語では,上 例 のよ うにi上 代 すでに脱 落 していた語 もあ れ ぱ,ニ シ
(西)の よ うに,語 頭/n/に 高舌性母音/i/が 続い て も保持 されてい る
語 もある。
6)ナ ミ(波)と ウ ミ(海)の ミは上古 日本語では乙類 である。 ウ ミ(海)
がナ ミ(波)の 語頭/n!脱 落に よ り派生 した事 を証 明する に は,両 語の
語頭母音/a/と!u/の 相違 が,同 根証明の障害 となろ う。そ こでその障
害 を除去 す る た め,以 下,母 音/a/と/u/の 交替 語例 を挙 げて,ナ ミ
(波)と ウ ミ(海)の 語の同根証 明を試み よ う。
3日 本語母音 ノ8/と/u/交 替例
1)Zサ イ(浅)と 立 スイ(薄)
rasa(浅)Os6(遅)とusu(薄)とは同根の語の母音交替形」 とr岩
波 古語辞典 」rウス シ(薄 し)」の項にある。
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2)カ サ(瘡)と クサ(瘡)
カサ(瘡)を 「カ サ ナ リ(重)と 同根」 と し,グ サ(瘡)を 「クサ シ
(臭)と 同根」 とす る説 があ るが(c£IKJ),母音交替形 となれば・ この
語源説は疑問 を生 じる。朝鮮語 では デキモ ノゐ出た所をhanteと言 うが・
語末 一te(場所/所)を 除いた語幹部は.har一(た葦.れる)が 語 源 と説か
れ よ う。r李朝語辞典」でhormis一を引 くと151,現代対応語har一の語義
にr瘡 」 とあ る。中期朝鮮 語korom(膿)の 語末 一〇mは 名詞接 尾 辞 で
ある161。また,朝 鮮語/r(1)/と日本語/sノ の対応は マーチソの対応音則
14cで証 明で きるか ら17),・同語 は日本語カサ瘡)/ク サ(瘡)対 応語 と言
える。目
3)カ ベ(壁)と クベ(糖)
上古 日本語 クペ(將)は 柵/垣 を意味する。 クヘ(緒)と カベ(壁)両
語 の語末 へ/べ は甲類 で ある。
4)ノ、タ(二 十)と フタ(二)
ハ タ(二 十)の 語頭 ハは,数 詞 フー(二)の 母音交替形 で,語 末 タは ト
ヲ(十)や ミソ(三 十),ヨ ソ(四 十)の 語 末 ト/ソ(十)に 対応す る。
5)ア レ(吾)と ウレ(お 前)
両語語頭 のアとウは*ba(吾)>wa(id,)目よ りの交替形 であろ う。
6)ヌ シ(主)と ナ(汝)
第二人称代名詞 に も用い るヌシ(主)の 語頭 ヌはナ(汝)の 母音交替形
で,語 末シはヱシ(絵 師)の それ と同 じく 「人」 を表す る尊敬接尾辞であ
ろ う。
7)ハ ク(掃)と フ ク(拭)
ハ ク(掃 よ りフク(拭)の 語が派生 した と思われ る。語義 は付着物 を払
い のけ る事 であろ う。
8)カ ス(淳)と クズ(屑)
9)ア マ(海)と ウ ミ(海)
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10)
11)
12)
13)
14)
15)
ア竺(朝)と ア三(明 日)
ナナ(七)と ナ ヌカ(七 日)
ワカ ゴ(若 子)と ワクゴ(id.)
ヤサ シ(易 し)と ヤスシ(易目し)
マサ ゴ(真 砂)と スナ(砂)
カカ ム(屈 む)と クグム(id.)
4朝 鮮 語 などに見 る 「海」 と 「波」の派生関連
以上,ナ ミ(波)と ウ ミ(海)同 根証明を試み る上で障 害の一 つ となる
両語語頭 母 音/a/と/u/の 相違 が,母 音交替 に よる事 を立証 した。
次 に,果 た して,ナ ミ(波)と ウ ミ(海)が 同根派生語 として意味論的
に問題 が あるか否か,同 系言語 と言われ る朝鮮語 な どで,「波」 と 「海」
相 当語の派 生関係を調べ る事 にす る。
Mkpatah(海),MKpara/parAi(海),「朝鮮館訳語」 に 見 られ る
r海/江 」 対応MK「 把刺」 の小倉進平解読*parA1(海)18),それ に,済
州 島方言 のparU/padao(海〉な どか ら〔91,古代朝鮮語*pata1(海)が復
元 され よ う。 また,中 期朝鮮 語資料 「訓蒙字会」r波」・の項 にr俗 称波浪
児」 とあるか ら悶,MK*paraη(波)の存在が分か る。
済州島方 言padaη(海)の 形態素はpata(海)+aり(接 尾辞)と 分析
で きょう。MKpatah/parAi/*parA1(海)間に認め られる/t/と/rノ の
相違 は,両 音調音点近似 の た め の 子音 交替 と理解 で ぎ る。済州 島 方 言
padaη(海)と 「訓蒙字会」 に見 るMK俗 語*paraり(波)を 比較す る
と,padaη(海)>*paraη(id.)>*parao(波)と派生 した と見 られ る。
蒙古文語dalai(海)とdolgiyan(波=〈ddgi一波立つ)の 両語に も,
派 生関係 が認め られ る。AK復 元形 寧patal(海)を蒙 古文語(1alai(海)
や古代 チ ュル ク語ta1Uli(海)と比較する と,古 代朝鮮語 叩ata置(海)
語頭部 が見 当た らない。それを語頭部脱 落形 と推定 するか,接 頭辞未冠 と
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推理 す る か,調 査 の必 要が あ ろ う。満 州文語mederi(海)と 蒙 古文語
m6ren(大河=〈*m6dere)は,古代朝鮮語復元形*pata1〈海)の 語 頭
/p/が/m/に 交替 した語形 と理解 で き る。満 州文語r海 」相当 語 に は
mederiとnamuが あ る が,後 者 は 日本語ナ ミ(波)に 類似す る。満州
文語omo(湖/池)とnamu(海)の 関係は満州語に語頭/n/脱 落 例が
揃 えられれば,そ の可能性が高い と思 え る。満 州文語omo(湖/池)対
応中期朝鮮'語はmos(池)で あろ う。蒙古文 語namira一(《旗 などが》波
打つ)は 日本語ナ ミ(波)に 類 似す るが,満 州文語hamu(海 〉 と同根語
であろ う。
5「 海」の訓 アマ
r洋」 の人名訓 をr学 研 漢和 大字典」で見る と,そ のなかに ウ ミととも
にナ ミもあるのは興味深い 。そ して,r海 」の 人名訓には,1)ア マ,2)ウ
ナ,・3)ウミ,4)ミ が ある。2)ウ ナは ウナバ ラ目(海原)な どの よ うに旗
合語 をつ くるが,3)ウ・ミの語末/m/が ノn/に交替 した と見 られ る。 こ
の ウ ミ(海)の 母音交替形 がアマ(海)で ある。
す る と,漁 夫や海女 をアマ と呼ぶのはrも と海辺 に住 んだ一種族を指 し
て言 った ものが,や がて,漁 業 に従事す る人々一般 を指 してい うことばに
なった らしいゴ とい う説にIlll疑問が生 じる。海 に生活 の暢を得 る漁師を沖
縄では ウ ミンチ ュと言い,山 仕事をする樵 夫を各地 でヤマシとい うが,目ア
マは種族名 でな くアマ即 ち ウ ミに生活 の場 を得 るアマ ビ トの短 縮形であ ろ
う。
6沖 縄方言 イ リ(西)に ついて
沖縄方言で 「西」を イ リと言 う事は,島 名 「西表」を イ リオモ テと読む
ことか らも分か る。 また,沖 縄方言ではr東 」を アガ リと言 う。 この うち,
イ リ(西)の 語源について,r入 りの義。太陽 の入る方 向なるよ り云ふ己」
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とい う説が ある幽。同説では,ア ガ リ(東)の 語源は 「《上が り》.の義に し
て太陽 の上 がる方 向なるが故に云ふ。」 と説 く(ibid,p、98)。
同方言 イ リ(西)の 語形は,ニ シ(西)の 語頭音/n/脱 落,語 中音/r/
/∫/の交替 と推定 もで きる。 この語形が,「福島県に も西 をiriと云 ふ所
あ り」(ibid.p.99)と言われ る所 を見 ると,語 頭音/n/脱 落現象は・沖
縄方言が本土方言 よ り分離以前に,日 本語に既 に 生 じて い た 現象 と思え
る。
・・中期朝鮮 語r入 る」相 当語はtir一であ るが,当 語 と日本語 イル(入 る)
との対応 をマ ーチ ンはその 日朝対応音 則[8]で 説 明す る国。 だが,ニ シ
(西)な る語 の存在か らの原始 日本語に*nir(入る・)の存在 が考 え られ
る・ そ して・その語頭/n/脱落によ りiru(入る)と 転化 した とすれ ば・
沖縄方言 イ.リ(西)と ニシ(西)と の同根 説明は立つ。
この推論 はr三 国史記」地名に残 る古代朝鮮語か らも支えうれ るよ うで
ある。即 ち,高 句麗の地名 「「屈於押(一 云紅西)」か ら,「西」が 「押」
の訓 か らnu-liと読 める とい う働。高 句麗 地名に残 る数詞 と日本語数詞 の
略一致 に付いては,万 人周 知のと うりであ る 。
こ こで,朝 鮮語語頭/t/対 応 日本語/n/の 語例が存在す るか とい う問
題 が起 こる。 マーチ ンの 日朝対応音則に見 当た らないので,.以下その語例
を上げ る。
1)Kttao(地 くMKsta)～Jna-wi(地 震)
〉
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
Ktir(野)～Jnora(野 良)
Kttir(庭<MKpt董r)～Jnipa(id.)
Ktoy一(成 る<MKtAoy一)～Jnaru(id.)
Ktha一(乗 る くMKthA)～Jnoru(ld.)
Ktt1一(鈍 い)～Jnoroi(id。)
KKthop(鋸)～OJnopo-kiri(id・)
Ktik∂p一(暑 し・)～Jnukui(温 し・)
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9)
10)
11)
12)
13)
Ktarae(猿 梨<MKtAray)～Jna∫i・(id,)
Ktaechu(秦)目～・Jnatume(id.)
Kttauy(… な ど)～Jnado(id・)
K・ttah一(編む/絢.う)～Jn臥fu(細 う)
K目tarm一(似 る)～Jn圭ru(id、)
この内,10)～13)は早稲田大学理工学部大学院生,李 東植君 よりの資料。
これ と全 く逆 に,日 本語 テフ(蝶)対 応朝鮮語napi(id・)のように 日本
語語頭/t/対 応 朝鮮語/n〆 について と,日 本語 に於す る/t/と 加/の
交替に付いては,既 に発表 を済 ませ ている腕・
連体助詞 ツ/ノ/ナ も,こ の/t/と./n/の子音交替 と母音交替に よ り
多様に なった ものと思え る。朝 鮮語 の連体助詞iyも 新羅語n△yか ら語
頭/n/を 脱 落 した もの と言われてい るか ら囲,日本語連体助詞 と同根 なの
が分か る、琴平神社を コンピ目ラサマ と言 うのも,語 中/t/目と/nノ の交替
の為 であろ う。
・沖縄方言 イ リ(西)と 出シ(西)の 語 中/r/と/∫/の 対応 は,・日本 語
コシ(腰)と 朝鮮語h∂ri(id、)にも認め られる事は,大 野晋の 日 ・朝対 応
「音訓8」 に もあ る通 りである暁 日本語に於け るこの 交替例 を以下示 す。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
沖縄方言 アガ リ(東)～ とガシ(id・)
アカ リ(灯 火)～ アカシ(id、)
オモ リ(錘)～ オモシ(id.)
これキ リ ～ これ キシ
袖 を タク リ上 げ ～ 袖を タ クシ上げ
これ き りノくカ リ ～ これ き りバカシ
ペ らぺ らとマ ク リた てる ～ ぺ らぺ らとマ クシたてる
ヤハ リ/ヤ ッパ リ ～ ヤハ シ/ヤ ッパ シ
ア リノ ミ(梨)～ ナ シ(梨)
ワタ リモ リ(渡 守)～ ワタシモ リ(id・)
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11)フ ナ ノ リ(船 乗 り)～ フナ ノシ(id.)
この事 か らヒガシ(東)の語源 が,前 掲 の宮良説の如 くに 五(日)一agari
(上が り)>而gari>五ga∬(東)と 推定 される。次い でなが ら,ヒ カリ
(光)の 語源 も ヒ(日)ア カ リ(明 か り)と 推定 で きよう・。
ヒガシ(東)の 語源について,ヒ ンガシ(東)を 経 て 「日向(む か)し 」
に求 め られ てい るよ うであ るが国,〆r/>/∫/交替例 がある ことか ら見 て,
再考 の要 があろ う。目語中 〆g/や/可 の前では,ト ガル→ トンガル,目カバ
(樺)→ カ ソバ,ビ ゴ→ ビンゴ(備 後),ア ガイ/コ ガイリア ン ガ イ/コ
ン ガイ・ ア グ リ→ アング リ,コ グラカル→ コングラカル,キ ギ レ(木切れ)
→ キ ソギ レやシ ョゥベン(小 便)→ シ ョンベ ン,シ ヨウガナィ→.ションガ
ナイ,タ ボ(田 圃)・→タンボの よ うに/q/挿 入が見 られ るか らであ る。
9日 本語ナ マヘ(名 前)と 中期 朝鮮語対応語
日本語 ナマヘ(名 前)と 中期朝鮮語irhom/irhum/irhim(名)を比較
しても,両 者 の語形に類似を認 め る の は困難 で あ る。 だが,現 代朝鮮語
irim(名)と蒙古文語ner(名)を 比較 する と,朝 鮮語 の語末 一imが蒙
古語 の語形 に欠け てい る点を除けば(朝 鮮語の語末 一imは 動詞転成 名詞
に認 め られ る接 罵辞の一 つで あるか ら),両 者は極めて類似 し1そ の祖形
語頭 に/n〆 の存 在が推定 で きる。 現代朝鮮語irim(名)の 動詞形 はiri一
(言、季)で あろ う目が・中騨 鞭 珊 ではni「A一』/ni酎ni「一(言 う)と/n/
が語頭 に付 くの屯傍証 とな る。中期 朝鮮語irhom/irhum/irhim.(名)と
現代朝鮮語irim(名)の 語形 を比較 すると,現 代語 で は 中期朝鮮語 に存
在 する語 中音/hノ が脱落 してい る事が認め られる。
日本語 で名前 を言 う事をナ ノル(名 宣 る)と 言 うが,こ のノル(宣 る)
と中期 朝鮮語nir一(言う〉 との対 応 は,「岩波古語辞典」「の り(宣 り ・
告 り 。罵 り)」の項 に 「朝鮮語nn(云)と 同源」 とあ る通 りで あ ろ う。
上 代 日本語 ノ目ル(宣 る)の ノは乙類で,「 ノルは人 の名を言 う とぎや,.う
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らないに関するものが大部分である」暁
10お わ りに
以上,中 期朝鮮語で語頭/n/に高舌性母音/Vや 〆yノ.が結合した時
生 じた語頭音脱落現象が,日 本語では,古代すでに低舌性母音 との結合の
場合にも,それが認め られる事を中心に述べてみた。また,朝 鮮語でも,
新羅時代には,高 舌性母音以外 との結合でも,語頭/n/脱 落が連体助詞
じで生ている事 も述べた。どんな条件下でそれが生じたかの究明は,資料
も不足するので,ま たの機会に考察す る事にしたい。
日本語の語源探求を同系言語と言われ る朝鮮語やアルタイ系言語 との比
較の上に少しでも科学的に求めたい私の願いと掛け離れた,ご ろ合わせ的
民問語源説の上塗 り遊びとめご批判 も覚悟 している。資料提供 と忌揮ない
教えが受けられたら幸である。
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